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目的

〃eSportsに興味のある人の楽しめる場所、興味を持つきっかけの場所、
集客によって地域を盛り上げる
〃運営ノウハウの獲得、運営メンバーのeSports への理解を深める。

サードボックス

概要

＜ぷよぷよのeスポーツ大会イベント＞
＜ほかにも、ぷよぷよ体験スペースあり、プロ選手も登場！など＞
日時：9月8日 13時～18時
会場：アクションセンター三原駐車場なし 三原駅から徒歩５分

（広島県三原市港町１－１２－５エムセックビル２F）

料金：参加料、入場料無料
主催：サードボックス
協力：㈱eRCC〃㈱EAD
後援：三原商栄会連合会
ゲームタイトル：ぷよぷよ
対象：小学生以上
優勝賞品：オリジナル盾

参加者 来場者

２２人

（目標１６人）

70人

（目標50人）

様々な媒体
サードボックス

•登録説明ページ

ぷよキャンプ

•参加申請ページ

エントリー方法

イベント実績
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会場準備

サードボックス

予選

イベントの様子

決勝

体験ブース

観戦講座
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年齢

サードボックス

地域

参加者属性

２０代までで参加者の４分の３を占める。参加者層が若い

県外からの参加者が来る。地元三原は約３分の１程度。
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サードボックス

来場者属性①
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サードボックス

来場者属性②

アンケート量が少ない為参考程度だが、観戦者の多くはぷよぷよ好きと物珍しさで来ている。
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告知関連

サードボックス

告知概要

＜サードボックス＞
〃記者クラブへの投げ込み（三原市）
〃自作チラシ 200枚（ゲームショップ、カード大会開催する書店、フジグラン島）
〃Facebookイベントページ作成＆メンバー内でシェア
〃ツイッターアカウント開設＆投稿
〃twitter〃Facebook＆instagram広告（イベント前一週間） 総額5,000円程度

＜メディア＞
〃RCCラジオ電話出演（一文字弥太郎の週末ナチュラリスト朝生）
〃FMみはらラジオ出演

＜EAD様、eRCC様＞
〃思考行結HP プレスリリース
〃広ぷよフェスタ運営 ツイッターRT
〃思考行結DIO選手 ツイッター

今回は、市の後援依頼を時間がないため申請できなかったが、
申請することで、市内の小学校中学校に配布や、関係施設に
設置できるなど、地元周知方法として使える可能性が高い。

↑地元のカード大会が開催される書店

↑フジグラン入口

↑チラシ
→FBページ
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SNSでの反応

サードボックス

参加者/観戦者の反応

親子で来た観戦者の中には、帰り際にイオンによって
ぷよぷよ買って帰りますという方も居た。
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プログラム

サードボックス

プログラムと役割

（司会進行〃解説：DIO選手）
１０：４０ 〃EADスタッフ（DIO選手〃しんじ氏）到着〃設営開始
１２：３０ 〃受付開始
１３：００ 〃イベントスタート〃０次予選開始

〃スコアチャレンジ（2台使用）〃他2台はぷよぷよ体験スペース
１３：３０ 〃当日含め受付終了

〃大会の開会式 リーグの発表
〃１次リーグ予選開始（４～５人×３ブロック※予選中、体験台2台
〃２次予選開始（リーグ戦）+ぷよぷよ講座（初心者向け観戦の仕方）
〃決勝トーナメント（8人）DIO選手の解説あり（２本先取２セット）

１５：５５ 〃休憩5分
１６：００ 〃決勝戦開始（５先取２セット）
１６：２０ 〃プロ選手と希望者とのハンデマッチ（2連鎖しばり、画面大変目隠し）
１６：３０ 〃授賞式

〃閉会式

■EADスタッフ（計２人）
司会進行：１人
イベント補助：１人

■サードボックススタッフ役割（計6人）
受付：2人
撮影：1人
スコアチャレンジ記入：2人
その他〃アンケート回収など：１～2人

役割
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会場レイアウト

サードボックス

会場レイアウト
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概要

サードボックス

広告効果

twitter広告 2,5００円程度

SNS広告が効果的かどうか、試験的に少額にて実施

宣伝期間：イベント当日までの1週間
広告内容：２パターン
＜参加者募集広告＞＜観戦者募集広告＞

参加者向け広告

観戦者向け広告

Facebook〃Instagram広告 1,4００円程度

参加者向け広告

観戦者向け広告

少額ではあったが、twitter広告はクリック率が低く、Facebook,instagramは
クリック率が高い結果となった。
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チラシ（自前制作）

サードボックス

制作物

オリジナル盾（自立できるとは言っていない手作り品）

団体所属メンバーの製造業さんに依頼し、手作りで作って頂いた。
ポイントは、QR型オリジナル盾となり、QRコードを読み込むと大会のハイライト動画
を楽しむことが出来る。思い出を見える化。

アンケート用紙
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企画・団体概要

～三原からワクワクを創造～
まちづくり市民コミュニティ

サードボックス

リソース（団体メンバー２０名程度）

・商店街とのつながり（商栄会連合会副会長 泉）
・教育関連の保護者（教育団体代表 岡田）
・会場の用意（株式会社エムセック代表 小畠）
・市役所との連携（三原市役所 清水）
・高校との連携（三原市内高校 安長、清水）
・障がい者との繋がり（ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾋﾞｰﾁ委員長 橋本）
・大学とのつながり（県立広島大学 高木教員）
・寺社との連携（観光・寺社イベント 小松）

三原市

・利便性（空港、三原港、新幹線駅）
・文化、施設
ー寺社（三原駅付近の寺社２０社以上など）

２０１７年１１月 設立

２０１８年の活動
【イベント】ミハラサイエンス遊園地
子ども向けの手作りサイエンスイベント

＜内容＞
プログラミング講座、ドローン体験
VR体験、手作り科学体験

＜実績＞
・集客５００人 ２日間開催
・後援：三原市教育委員会、公益財団法人マツダ財団
助成：公益財団法人大同生命厚生事業団
協賛：三原ライオンズクラブ

【授業プログラム】
VRを活用したイノベーション創発事業
大学と三原市が連携した経営塾「浮城塾」にて授業プ
ログラムの開発と講師

＜内容＞
・VR知識の提供、VR体験の実施
・リーンキャンバスを用いた事業トレーニング

＜実績＞
・２コマの実施

２０１９年の活動

【イベント】ミハラサイエンス遊園地２０１９
※文科省の後援認可
【イベント】eSportsプレイベントの実施

サードボックス
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